












目的 

先天性甲状腺機能低下症(クレチン症)は,早期発見,早期治療によりその知能低下を防ぐこ

とができるので,現在全国的にマススクリーニングが実施されている。大阪地区ではわれわ

れが1975年から濾紙血液中TSHを radioimmunoassay(RIA)で測定する方法によりマススク

リーニングを開始し,現在まで約 20 万人をしらべ 40 例余の異常児を見出している。さらに

最近では放射性同位元素を用いない enzyme immunoassay(EIA)による TSH測定法を開発し,

これを自動化してすでに 5,000 人のパイロットスタディで 1例を見出している。 

しかしモニタリングの理想像としては,このような発症後の生後診断ではなく,本症の成因

を明らかにして,発症前の予防にあるといえる。そこで本研究では,昨年度に引続き,環境要

因については全国的な発症の季節変動を,遺伝要因については,両親の HLA との関連性を,

さらに先天異常の一因としてよく知られている自己免疫機序として抗甲状腺抗体の検索と

,ウイルス感染として風疹抗体の検索を行った。 


